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市地域福祉計画・社会福祉協議会地域福祉活動計画総括図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市地域福祉計画・基本目標２ 

地域の中での支え合い、助け合いがある地域づくり 

・協働で課題解決に取り組む『行政提案型協働事業』の実施 
--------------------------------------------- 

社会福祉協議会地域福祉活動計画・基本目標Ⅱ 

互いに支え合うつながりづくり 

・地区社会福祉協議会への活動支援 
--------------------------------------------- 

評 価 

× 地区社協の組織化に向け取組強化が必要 

市地域福祉計画・基本目標１ 

地域の理解を深め、担い手を育てる地域づくり 

・『地域で育むボランティア養成講座』等による担い手の育成 
--------------------------------------------- 

社会福祉協議会地域福祉活動計画・基本目標Ⅰ 

地域を支える人づくり 

・『ボランティア学園』によるボランティアの養成 
--------------------------------------------- 

評 価 

○ 人材育成の取組を継続 

市地域福祉計画・基本目標３ 

いつまでも安心、安全に暮らせる地域づくり 

・災害時を見据えた体制づくり 
--------------------------------------------- 

社会福祉協議会地域福祉活動計画・基本目標Ⅲ 

誰もが安心・安全に暮らせる環境づくり 

・支援者の実態把握と『緊急連絡カード』整備 
--------------------------------------------- 

評 価 

○ 生活困窮者等の自立に向けた就労支援 

 

市地域福祉計画・基本目標４ 

健康でずっといきいき暮らせる地域づくり 

・健診結果を活用した生活習慣病予防 
--------------------------------------------- 

社会福祉協議会地域福祉活動計画・基本目標Ⅲ 

誰もが安心・安全に暮らせる環境づくり 

・『ふれあい・いきいきサロン』の支援 
--------------------------------------------- 

評 価 

□ 保健・医療・福祉の連携体制の構築が必要 

市地域福祉計画・基本目標５ 

福祉サービスの充実した地域づくり 

・関係機関との連携による様々な意見の収集 
--------------------------------------------- 

社会福祉協議会地域福祉活動計画・基本目標Ⅳ 

ふくしのネットワークづくり 

・総合生活支援事業の充実 
--------------------------------------------- 

評 価 

□ ニーズに即したサービス提供に向けた連携

p 

 

 

誰もが安心して暮らせるよう 

地域で支え合うあいづわかまつ  
【市地域福祉計画】 

---------------- 基本理念 ---------------- 
一人ひとりが思いやり 

みんなで支え合うあいづわかまつ  
【社会福祉協議会地域福祉活動計画】 

 

市地域福祉計画・重点的な取組 

・地域福祉活動の基盤となる地域の仕組みづくりの推進 

・災害時避難行動要支援者に対する日常的な見守り体制 

・生活困窮者自立支援の取り組み 

 
社会福祉協議会地域福祉活動計画 

基本目標 重点事業 

・地域を支える人づくり ・地区社会福祉協議会の設立・運営支援 

・互いに支え合うつながりづくり ・身近な相談窓口の開設 

・誰もが安心・安全に暮らせる環境づくり ・地域支援コーディネーターの育成・配置 

・ふくしのネットワークづくり ・多様なネットワークの構築 

評価の記号について 

○…高評価・継続が必要 ×…低評価・取組の強化・変更が必要 □…意見 
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基本理念「誰もが安心して暮らせるよう地域で支え合うあいづわかまつ」 

１ 地域福祉計画基本目標 

基本目標１ 地域福祉の理解を深め、担い手を育てる地域づくり 

基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 
＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 
＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

１ 

地
域
福
祉
の
理
解
促
進
及
び
福
祉
の
心
の
育
成 

○地域との懇談会、講

演会や勉強会等の開

催等、地域福祉への

理解促進につながる

取組を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○他地域における地域

活動の事例等を市民

に紹介していきま

す。 

 

○葵高等学校の「葵ゼミ」

において、地域福祉の

取組に向けた出前講座

を実施し、本市の課題

や活動事例の紹介を通

し、学生への地域福祉

の理解促進を図りまし

た。 

○各地区において地域ケ

ア会議等の開催等によ

り、地域の見守り・支

援体制づくりを推進し

ました。 

 

○町内会の行う住みよい

まちづくりに向けた取

組事例をホームページ

や「区長会報」にて紹

介しました。 

 

 

○市民の福祉

意識の向上

のため、各

種取組を推

進します。 

 

○地域ケア会議（協議

体）やミニケア会議等

（以下「地域ケア会議

等」という。）におい

て、地域住民や区長、

民生委員・児童委員

（以下「民生委員」と

いう。）等に『地区社会

福祉協議会』（以下、

「地区社協」という。）

の設立に向けて取り

組みました。 

○地域福祉についての理

解に努めます。（市民） 

○地域社会を構成してい

る一人であることを意

識します。（市民） 

○地域の生活課題・福祉課

題について意識します。

（地域の各種団体） 

○課題の解決に向けて、可

能な範囲で自助の取組

を行います。（地域の各

種団体） 

 

○地域福祉活動の参加

に向けては、小・中

学生から福祉につい

て学習する機会が必

要だと思います。 

 

※ 地域福祉活動の実態調査結果 …… 地域ケア会議（協議会）やミニケア会議、出前講座など地域に出向いたときに、参加者から寄せられた意見。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○『きらめき女性塾』に

おいて、空き家問題の

出前講座を開催し、関

係団体や地域住民等と

の連携による解決事例

の紹介などを通して、

地域福祉の理解促進に

つなげました。 

 

 

 

 ○地域福祉やノーマライ

ゼーション等に関する

意識啓発に協力するこ

とや、従業員が地域活動

やボランティア活動に

参加することへの理解

を深めることに努めま

す。（民間事業者、福祉サ

ービス事業者等） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○教育機関や社会福祉

協議会（以下「社協」

という。）との連携

や、出前講座の実施

等の取組等により、

福祉の教育の推進や

生涯学習の機会づく

りに努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域における学習ニー

ズに対応し、豊かな学

習機会を各地域で設け

るため『地域教育コー

ディネーター』の派遣

を行いました。 

派遣数  39 ヶ所 

参加者 637 名 

○職員が地域に出向き、

市の取組について講

義・説明を行う『生涯

学習出前講座』を実施

し、地域福祉などの啓

発に努めました。 

派遣数  82 ヶ所  

参加者 2,293 名 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

２ 

地
域
活
動
の
担
い
手
の
育
成
と
人
材
育
成
へ
の
支
援 

○市民公益活動に係る

情報の発信及びＮＰ

Ｏ法人等への活動の

支援を行います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○NPO 相互のネットワー

クづくりと NPO の活動

を支援する中間支援機

能の構築を目的とする

『NPO Links あいづ』

の活動の支援、同団体

との『行政提案型協働

事業』による実践とし

て、情報サイトを作成・

運用し、NPO 法人等の

情報発信に取り組みま

した。 

○地域課題の解決等の活

動や起業を検討してい

る団体等を支援するた

め、専門的見地からア

ドバイスを行う『市民

活動・ソーシャルベン

チャー相談窓口』を設

置しました。 

 

 

○地域活動の

リーダーの

育成や、地

域活動の担

い手育成に

つながるよ

うな取組を

推 進 し ま

す。 

○会津若松市ボランテ

ィア学園（以下『ボラ

ンティア学園』とい

う。）を開催し、人材育

成と地域住民がボラ

ンティア活動を身近

に感じられる環境整

備を図りました。 

〔7講座 64 名受講〕 

 

 

○町内会等の活動につい

て関心を高めます。（市

民） 

○市民公益活動団体やそ

の活動等についての関

心を高めます。（市民） 

○地域の行事や催事等に

可能な範囲で参加する

努力をします。（市民） 

○多くの住民の関心を高

め、参加できるような運

営に日頃から努めます。

（地域の各種団体） 

○幅広い世代の交流促進

につながるような機会

の創出に努めます。（地

域の各種団体） 

○町内会等の行事や運営

への協力を通じて、従業

員の地域活動への参加

意識を高めるように努

めます。（民間事業者、福

祉サービス事業者等） 

 

○昔は、若いときから

子ども会など町内会

とのつながりがあっ

たが、子ども会活動

もなくなり、若い人

が町内会との接点が

なくなってしまっ

た。 

○町内会の将来の担い

手育成のため、社協

の『ボランティア学

園』を受講する人を

支援している。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○地域活動を行う団体

や社協との協力のも

と、地域活動の担い

手やリーダーとなり

うる人材の育成に努

めていきます。 

 

○東京 2020 オリンピッ

ク聖火リレーの本市開

催にあたり、地域、企

業、体育協会加盟団体

等から約 130 名のボラ

ンティアスタッフが参

加しました。 

○『学校図書館ボランテ

ィア養成講座』を開催

し、学校図書館で活動

できるボランティアを

養成しました。 

〔受講者 8 名〕 

○『地域で育むボランテ

ィア養成講座』等を開

催し、地域活動や生涯

学習に主体的に取り組

むことのできる人材の

育成に努めました。 

生涯学習支援者講座 

延べ 47 名 

地域活動を始めよう

～地域で子どもを育

む取り組み編～ 

 延べ 32名 

地域で子育て支援研

修講座 延べ 150 名 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○サロン活動等の地域

福祉の基盤となる活

動についてのさらな

る周知・広報を行う

とともに、必要な支

援を行っていきま

す。 

○地域ケア会議等におい

て、地域の中で活動す

る『ふれあい・いきい

きサロン』を紹介しま

した。 

○社協や地域包括支援セ

ンターとの連携を図

り、『ふれあい・いきい

きサロン』の設立や活

動の支援、参加に向け

た広報に取り組みまし

た。 

 

 

 

 

○高齢者やボランティ

アが身近な地域で仲

間づくり、生きがいづ

くりを行う『ふれあ

い・いきいきサロン』

の活動に助成金の交

付やレクリエーショ

ン用具の貸出など活

動支援に取り組みま

した。 

開催 118 箇所 

支援  20 回 

 

○従業員が地域活動やボ

ランティア活動等に参

加しやすくなるような

職場環境づくりや、積極

的な参加を促すような

働きかけなど、地域貢献

につながる取組に努め

ます。（民間事業者、福祉

サービス事業者等） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

３ 

若
者
が
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り 

○大学、企業・事業所、

社会福祉関係団体等

との協力のもと、若

者が地域の中で自然

環境や伝統文化にふ

れる活動、ボランテ

ィア活動に参加しや

すい環境づくりを進

めます。 

 

 

 

 

 

 

○若者が地域活動に参

加しやすくなるよう

な職場環境づくりに

向けて、企業や事業

所等に働きかけを行

います。 

○会津高等学校・葵高等

学校・会津若松ザベリ

オ学園高等学校と連携

し、図書館等を活用し

た課題探究学習講座

『みらいづ探究ラボ』

を実施し、大学教員等

の指導を受けながら研

究論文をまとめ、プレ

ゼンテーションを行い

ました。 

10 回開催 

延べ 162 名受講 

研究成果発表会  

44 名参加 

 

○経済団体を通じ、地域

福祉活動への企業の参

加と従業員が参加しや

すい職場環境づくりを

要請しました。 

○若い世代の

ボランティ

ア活動に対

する理解を

深め、参加

につながる

ような取組

を積極的に

推 進 し ま

す。 

○幼い時から福祉の心

を育むため、小・中学

生が障がい者の疑似

体験等から福祉につ

いて考える『出前福祉

体験教室』をボランテ

ィア団体等との連携

により実施し、福祉教

育の推進に取り組み

ました。 

〔実施 29回〕 

 

○高校生・専門学校生・

大学生を対象に、ボラ

ンティア活動を通し

て、自分自身の生き方

や地域社会を見つめ

る目を育む『自分発見

ボランティア事業』を

実施し、福祉意識の醸

成を図りました。 

協力施設 11 施設 

参加者数 53 名 

○地域の催事や行事に子

どもや家族を誘って一

緒に参加するよう努め

ます。（市民） 

○地域活動に取り組む市

民は、子どもたちを誘

い、活動を知ってもらう

機会をつくることに努

めます。（市民） 

○学校等が取り組む地域

との交流活動等に協力

します。（市民） 

○子どもから高齢者まで

の多様な世代が参加し、

交流できる催事や行事

の企画運営に努めます。 

○活動に参加する機会が

限られている学生や勤

労者に対し、回覧板等を

活用し、地域の運営や活

動に関する情報を継続

的に発信するなど、地域

の情報から隔離しない

ように努めます。（地域

の各種団体） 

 

○若い人も子育てで忙

しいことから、時間

に余裕が多い高齢者

が支援し、若者が参

加しやすい環境づく

りが必要ではない

か。 

○昔は、若いときから

子ども会など町内会

とのつながりがあっ

たが、子ども会活動

もなくなり、若い人

と町内会との接点が

なくなってしまっ

た。〔再掲〕 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

    ○町内会等の行事や運営

に対する協力を通じて、

従業員の地域活動への

参加意識を高めるよう

に努めます。（民間・福祉

サービス事業者等） 

○従業員が地域活動やボ

ランティア活動等に参

加しやすくなるような

職場環境づくりや、積極

的な参加を促すように

働きかけるなど、地域貢

献に繋がる取組に努め

ます。（民間事業者、福祉

サービス事業者等） 

 

 

基本目標１に係る評価 ○地域福祉に関する『出前講座』や教育分野における地域活動の人材育成、高校生が主体となる事業が展開されるなど、市

民協働や地域活動につながる取組や学生が参加しやすい取組が行われ始めてきた点は評価できる。（市） 

○地域福祉の理解を広げていくため、『出前福祉体験教室』、『自分発見ボランティア』、『ボランティア学園』等を継続して

開催し、福祉の心の育成、福祉活動の推進につながる人材育成に取り組まれたい。（社協） 

○『自分発見ボランティア事業』においては、広報・啓発を図り、多くの学生の参加につなげられたい。（社協） 
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基本目標２ 地域の中での支え合い、助け合いがある地域づくり 

基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 
＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

１ 

地
域
福
祉
活
動
へ
の
参
加
の
促
進 

○地域福祉活動に取り

組む体制が十分でな

い地域への支援を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○既に実践されている

地域活動の事例等を

市民に紹介していき

ます。 

 

○地域でクリーン事業・

ごみ減量化・再資源化

事業等の環境美化活動

を実施している『地区

環境美化推進協議会』

の活動支援を行いまし

た。 

○公園や緑地などの美化

緑化活動を行う『公園

等緑化愛護会』の活動

支援と未結成地区への

働きかけを行いまし

た。 

 

〇公民館だより『南風』

や『大戸岳』を発行し、

公民館の利用案内や主

催事業、地域の各種団

体の情報を掲載しまし

た。 

 

 

 

 

○地域福祉活

動の推進に

つながるよ

う、取組を

進めます。 

○認知症患者とその家

族の居場所づくりを

目的に、認知症カフェ

『俺ん家カフェ』を開

催しました。 

○子どもから高齢者ま

で認知症や障がい等

の有無に関わらず、誰

もが集える交流の場

として、『ほたるカフ

ェ』を開き、世代間交

流の推進に取り組み

ました。 

○『出前福祉体験教室』

や『ボランティア学

園』を開催し、地域福

祉活動の推進につな

がる人材の育成に取

り組みました。〔再掲〕 

 

○町内会等の地域活動団

体に加入します。（市民） 

○自らが生活する地域の

生活課題等について日

頃から意識します。（市

民） 

○地域の催事や行事等に

可能な範囲で参加する

ことに努めます。（市民） 

○地域の課題を解決する

ために、地域で行えるこ

とを皆で考えます。（地

域の各種団体） 

○地域の力で取り組める

ことから行動に移す努

力をします。（地域の各

種団体） 

○他地域の取組への関心

を高め、情報収集に努め

ます。（地域の各種団体） 

 

○町内会未加入者に活

動を知ってもらうた

め、町内会の活動を

紹介した広報紙を毎

月配付している。 

○ボランティア学園の

卒業者が地域での活

動につながるような

仕組みづくりを進め

てほしい。 

○高齢化が進行し、町

内だけの支え合いが

難しくなってきてい

る。 

○個人情報保護の意識

の高まりから、地域

住民の把握が難し

く、地域福祉活動が

行いにくくなってい

る。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○地域との懇談会、講

演会や勉強会等の開

催等、地域福祉活動

への参加意識を高め

るための取組を実施

します。 

 

 

 

 

○勤労者が地域活動に

参加しやすくなるよ

うな職場環境づくり

に向けて、企業や事

業所等に働きかけを

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○『地区社協』の組織化

に向け、地域の担い手

と組織化に向けて意見

交換をしました。 

○各地区において地域ケ

ア会議等の開催等によ

り、地域の見守り・支

援体制づくりを推進し

ました。〔再掲〕 

 

○経済団体を通じ、地域

福祉活動への企業の参

加や、従業員が参加し

やすい職場環境づくり

を要請しました。〔再

掲〕 

 

 ○『ふれあい・いきいき

サロン』の活動の推進

により、高齢者やボラ

ンティアの身近な地

域での仲間づくり、生

きがいづくりを支援

しました。〔再掲〕 

○町内会等の行事や運営

に対する協力を通じて、

従業員の地域活動への

参加意識を高めるよう

に努めます。（民間事業

者、福祉サービス事業者

等） 

○従業員が地域活動やボ

ランティア活動等に参

加しやすくなるような

職場環境づくりや、積極

的な参加を促すように

働きかけるなど、地域貢

献につながる取組に努

めます。（民間事業者、福

祉サービス事業者等） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

２ 

市
民
協
働
に
よ
る
取
組
の
推
進 

○市民協働による取組

が広がるよう、市民

への理解促進や情報

提供を図っていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

○市民協働による取組

が推進されるよう地

域の多様な担い手と

市のネットワーク構

築に努めます。 

○市と市民公益活動団体

との協働により地域課

題の解決に取り組む

『行政提案型協働事

業』を実施しました。 

〔課題テーマ〕 

市民活動団体の活動

活性化のための「中

間支援機能」づくり 

公園の新たな魅力づ

くりと管理運営方策 

 

○地域の身近な課題や、

その解決に向けた取組

を協議・実践すること

により、まちづくりに

対する地域住民の意識

の高揚を図り協働のま

ちづくりを推進するた

め、『地域づくり委員

会』の活動を支援しま

した。 

○地域住民同

士が協力し

て行う活動

の継続や、

充実・強化

が図られる

ような支援

の取組を推

進します。 

○地域住民やボランテ

ィアによる要援護世

帯への除雪ボランテ

ィア活動を支援しま

した。 

地域ぐるみ 

除雪ボランティア 

組織数  87 地区 

登録者   748 名 

除雪   5,846 回 

間口除雪 4,332 回 

スノーバスターズ 

 登録者 239 名 

除雪   140 回 

○自分が住む地域のＮＰ

Ｏ法人等の活動などへ

の理解に努めます。（市

民） 

○知識や能力を地域のた

めに活かせる機会がな

いかを意識します。（市

民） 

○困ったことを解決する

ために、自らができる範

囲から取り組むことに

努めます。（市民） 

○困ったことについて、問

題意識を共有できる人

が近くにいないか探し

てみます。（市民） 

○課題の解決に向け、他地

域の取組等の情報に関

心を高めます。（地域の

各種団体） 

○課題の解決に向け、地域

として何ができるかを

住民同士で一緒に考え

てみます。（地域の各種

団体） 

 

 

○地域の福祉事業者な

どの施設を借用しサ

ロン活動を行ってき

たが、新型コロナウ

イルス感染症により

借りることができな

くなってしまった。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

 ○『地域学校協働本部事

業』において行政と市

民の協働の中心を担う

コーディネーターを育

成する研修会を実施し

ました。 

〔延べ 438 名参加〕 

 

 

 

 

 

○地区社協「東山・人と

地域をつなぐ会」が行

う、新型コロナウイル

ス感染の防止に向け

紙マスク・布マスクを

作成、小学校や公民

館、福祉施設等に配布

を支援しました。 

○地区社協「みんなと湊

まちづくりネットワ

ーク」が行う、園児の

絵をバスに展示する

「走る美術館」プロジ

ェクトを支援しまし

た。 

○地区社協「北会津ふれ

あいネットワーク」が

行う、北会津子ども見

守り隊へのベストと

横断旗の提供を支援

しました。 

〇地区社協「河東ふれあ

いネットワーク」が行

う、「ボッチャ」による

交流活動を支援しま

した。〔新規〕 

○課題の解決に向け、可能

な範囲から取り組むよ

う努めます。（地域の各

種団体） 

○町内会等の行事や運営

に対する協力を通じて、

従業員の地域活動への

参加意識を高めるよう

に努めます。（民間事業

者、福祉サービス事業者

等） 

○従業員が地域活動やボ

ランティア活動等に参

加しやすくなるような

職場環境づくりや、積極

的な参加を促すように

働きかけるなど、地域貢

献につながる取組に努

めます。（民間事業者、福

祉サービス事業者等） 
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基本目標２に係る評価 ○環境問題や教育活動は、全世代が参加しやすい活動であり、更なる取り組みを進められたい。（市） 

○地域ケア会議等は、地域の見守り・支援体制づくりをはじめ、地域の多様な担い手のネットワークの構築に効果的である

ことから、引き続き取り組まれたい。（市） 

○複雑化、複合化している地域課題の解決に向けて、多様な主体の参加による市民協働の取組が不可欠である。市民協働の

取組が広がるよう、他の地域で取り組まれている活動の情報提供を進めてほしい。（市） 

○支え合う地域づくりの取組が始められており、今後は、活動の受け皿となる『地区社協』の未設置地区の解消に向け、設

立支援の取組強化が必要である。（社協） 

○『ボランティア学園』卒業生の地域福祉活動への参加が望まれていることから、地域福祉活動に参加しやすい仕組みづく

りを図られたい。（社協） 
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基本目標３ いつまでも安心、安全に暮らせる地域づくり 

基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 
＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

１ 

地
域
の
活
動
拠
点
づ
く
り 

○地域の活動拠点とな

っている公民館やコ

ミュニティセンター

（以下「コミセン」と

いう。）等の公共施設

の利用促進を図ると

ともに、地域の自治

会館や集会所等の地

域の活動拠点の整備

に係る助成事業等の

情報提供を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域の活動拠点で行わ

れる老人クラブやサロ

ン活動等への参加促進

につながる情報提供を

行っていきます。 

○『新型コロナウイルス感

染症対策ガイドライン』

を策定し、安全かつ安心

して活動できる利用環境

づくりに努めました。 

○公民館主催事業や各種

団体等の施設利用を通

し、地域の拠点として

の施設の利活用を図り

ました。 

○地域の集会所の新築、

改修、修繕に対し『集

会所整備事業補助金』

の交付や情報提供を行

いました。 

○活動拠点となる集会所

等の固定資産税、各種

団体の公民館使用料の

減免を行いました。 

 

○『ふれあい・いきいき

サロン』の活動につい

て、社協や地域包括支

援センターとの連携を

図りながら支援を行い

ました。〔再掲〕 

○地域の活動

拠点の積極

的な利活用

が図られる

よう、集い

の場の充実

支援及び、

サロン活動

等の新設に

向けた支援

を推進しま

す。 

○『ふれあい・いきいき

サロン』の活動支援及

び新設に向けた案内

を行い、地域における

活動拠点、交流拠点づ

くりに取り組みまし

た。〔再掲〕 

○空き家等を活用した

支え合い拠点認定制

度の実施を行いまし

た。〔継続１件〕 

○『ほたるカフェ』、認知

症カフェ『俺ん家カフ

ェ』、を開催しました。

〔再掲〕 

○地域の活動拠点となる

施設について把握する

とともに、利活用に努め

ます。（市民） 

○地域の活動拠点で行う

交流促進のためのサロ

ン活動や催事等に積極

的に参加するよう努め

ます。（市民） 

○地域の公民館、コミセ

ン、自治会館、集会所等

の地域の活動拠点とな

る施設を活用し、住民同

士の交流促進のための

拠点づくりに努めます。

（地域の各種団体） 

○地域の活動拠点で行わ

れている催事等への協

力を行うなど、地域貢献

活動の取組に努めてい

きます。（民間事業者、福

祉サービス事業者等） 

 

 

 

○小さな町内会では集

会所を持つことは難

しい。集会所建設へ

の支援だけではな

く、公共施設の利用

に対する支援を考え

てもらいたい。 

○地域の福祉事業者な

どの施設を借用し

『ふれあい・いきい

きサロン』活動を行

ってきたが、新型コ

ロナウイルス感染症

により借りることが

できなくなってしま

った。（再掲） 

○新型コロナウイルス

感染症の感染を心配

し、『ふれあい・いき

いきサロン』に参加

する人が減ってい

る。閉じこもりにな

ってしまうことが心

配です。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

２ 

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
見
守
り
等
の
日
常
的
な
支
援 

○地域や関係機関との

連携を図り、災害時

避難行動要支援者の

的確な状況把握に努

めるとともに、支援

のあり方や地域にお

ける支え合いの仕組

みづくりを進めてい

きます。 

○「災害時避難行動要支

援者名簿」を区長、民

生委員、地域包括支援

センターと共有し、避

難行動要支援者の日常

的な見守りや、災害時

における支援体制づく

りのための情報共有を

行いました。 

○防災にかかる『生涯学

習出前講座』の受講促

進や、『マイタイムライ

ン』の作成促進にかか

る啓発を行いました。 

○災害時避難行動要支援

者への日常からの見守

りや支援につなげるた

め、個別計画の策定に

向け、地域の関係者等

との協力により町内会

を対象としたモデル事

業を実施しました。 

 〔行仁地区・東山地区・

鶴城地区の 6町内会〕 

 

○地域住民が

行う災害時

避難行動要

支援者への

日頃からの

見守り活動

等の取組へ

の支援を行

います。 

 

○地域住民に

よるボラン

ティア活動

への理解促

進や参加促

進につなが

るような取

組を推進し

ます。 

○福祉台帳や『緊急連絡

カード』の配備に向け

て、民生委員と連携

し、要支援者の実態把

握と日頃の見守り活

動、緊急時における支

援体制について、情報

の共有を図りました。 

 

○『ふれあい・いきいき

サロン』活動や『地域

ぐるみ除雪ボランテ

ィア』活動を通し、地

域の見守り・支え合い

活動の取組を支援し

ました。〔再掲〕 

○『ボランティア学園』

等を開催し、ボランテ

ィアへの理解促進と

人材の育成に取り組

みました。〔再掲〕 

 

○近所の災害時避難行動

要支援者世帯の有無を

意識します。（市民） 

○地域の民生委員や高齢

者福祉相談員等の把握

に日頃から努めます。

（市民） 

○日頃からの見守り活動

を通して、住民同士の交

流を深め、災害時に要支

援者への必要な支援が

行えるような関係づく

りに努めます。（地域の

各種団体） 

○町内会、民生委員、高齢

者福祉相談員、その他の

地域活動団体間の協力

体制づくりに日頃から

努めます。（地域の各種

団体） 

○町内会等の行事や運営

に対する協力を通じて、

従業員の地域活動への

参加意識を高めるよう

に努めます。（民間事業

者、福祉サービス事業

者） 

○災害時避難行動要支

援者の支援について

は、日中も自宅にい

ることが多い高齢者

が行うように進めて

いる。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

 ○地域ケア会議等におい

て、災害に備えた日々

の取組、活動に向けて

の課題等について話し

合いを行いました。 

○地域住民と連携し、幅

広い年齢層の地域住民

が参加して、地域防災

について楽しく学ぶ

『永和地区防災デー』、

『門田地区防災ディキ

ャンプ』を開催し、地

区住民の防災意識の高

揚を図りました。 

  ○従業員が地域活動やボ

ランティア活動等に参

加しやすくなるような

職場環境づくりや、積極

的な参加を促すような

働きかけなど、地域貢献

につながる取組に努め

ます。（民間事業者、福祉

サービス事業者） 

○日常の業務に合わせた

見守り活動等への協力

に努めます。（民間事業

者、福祉サービス事業者

等） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

３ 

生
活
支
援
に
係
る
情
報
提
供
体
制
の
充
実 

○生活支援に係る情報

について、市民が理

解しやすい情報提供

に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生活困窮にかかる相談

窓口について、市政だよ

りやパンフレット、ホー

ムページ等の様々な媒

体を活用するとともに、

民生委員や地域包括支

援センター等の関係機

関と連携・協力しなが

ら、周知・広報に努めま

した。 

○『介護保険制度のてび

き』、市政だより、ホーム

ページ等により、高齢者

の生活支援情報の提供

を行いました。 

○子どもたちが滞りなく

義務教育を受けられる

ように、就学援助制度の

案内を様々な手段を通

じて周知を図りました。 

 

○ホームペー

ジの充実や

社協だより

の活用等に

より、生活

支援に係る

相談先や支

援制度等に

ついての情

報提供を進

めていきま

す。 

○ 社 協 の 組

織、役割、取

組について

の情報発信

に努め、市

民の理解促

進を図って

いきます。 

 

 

 

 

○新型コロナウイルス

感染症により生活が

困窮した学生やひと

り親世帯に相談窓口

や支援の情報提供を

行いました。 

 

 

 

 

 

 

○「社協だより」の発行、

ホームページやフェ

イスブックで情報発

信し、社協活動の理解

促進を図りました。 

 

○市政だよりや市のホー

ムページ、町内会からの

回覧板等に日頃から目

を通すなど、自分や周り

の人に必要となる情報

の取得に努めます。（市

民） 

○回覧板による周知や、地

域の活動拠点への掲示

等により、住民に必要な

情報をわかりやすい形

で伝えることに努めま

す。（地域の各種団体） 

○利用可能な福祉サービ

スについて、利用者への

周知に努めます。（福祉

サービス事業者） 

 

○市はインターネット

による情報提供を充

実してほしい。 

○高齢者に説明しなが

ら渡せるパンフレッ

トは助かっている。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○生活で困ったときの

相談窓口（地域包括

支援センターや民生

委員等）について、効

果的な広報による地

域住民の理解促進に

努めます。 

○『孤立死防止等リーフ

レット「地域の見守り

が孤立死を防ぎます」』

を連携事業所や民生委

員を通じて配布し、

様々な相談支援窓口に

ついて広報しました。 

○民生委員・児童委員活

動ＰＲパンフレットを

各公民館窓口等に配置

し、民生委員・児童委

員活動への理解促進を

図りました。 

○地域包括支援センター

において、高齢者の生

活支援情報の提供を行

いました。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

４ 

子
育
て
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り 

○子どもを安心して産

み育てられる環境づ

くりを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子育てに携わる人材

を育成します。 

 

○『青少年育成市民会議』

や『子ども会育成会』等

と協働して、地域での子

どもの育成に取り組み

ました。 

○『子ども未来基金』を

活用して、地域での子ど

もと子育てを支援する

活動へ『子ども未来基金

事業助成金』を交付しま

した。 

○小学生を対象とした

『放課後こども教室』を

開設し、地域の方々の参

画を得ながら子どもた

ちが健やかに育まれる

環境づくりを推進しま

した。 

 

○乳幼児担当の保育士を

対象とした研修会を開

催し、保育の質の向上に

努めました。 

○こどもクラブの支援員

等を対象とした研修会

を開催し、育成支援の質

の向上に努めました。 

 

○子育てに携

わる団体へ

の支援や、

サービス提

供体制が十

分でない地

域に対する

子育て支援

に積極的に

取り組んで

いきます。 

○受託した「湊しらとり

保育園」において、地

元野菜や子どもたち

が作った野菜を給食

で使用し、食育の推進

に取り組みました。 

○受託した「湊こどもク

ラブ」において、湊小

学校との連携をはじ

め、小学生向けのボラ

ンティア学園事業へ

参加し、参加者との交

流を図りました。 

○受託した「松長第一こ

どもクラブ」、「松長第

二こどもクラブ」にお

いて、『松長こどもク

ラブ合同事業よさこ

いスポーツ教室』を実

施しました。（新規） 

○子どもや子育て世代に

ついての理解に努め、隣

近所で子育てを行いや

すい環境づくりに配慮

します。（市民） 

○日頃から地域における

民生委員・主任児童委員

を把握します。（市民） 

○子どもや子育て世代と

の交流の場をつくり、子

育ての孤立化を防ぐこ

とに努めます。（地域の

各種団体） 

○子育てに不安を抱える

家庭について、市や民生

委員・主任児童委員に相

談又は情報提供を行い

ます。（地域の各種団体） 

○子ども会がなくなっ

たことで町内会と若

い人との接点が少な

くなり、地域で子育

て支援をどこから始

めていいのかわから

ない。 

 

 



会津若松市地域福祉計画・社会福祉法人会津若松市社会福祉協議会地域福祉活動計画評価シート 

- 22 - 

 

基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子育てに関する支

援、相談体制のさら

なる充実を図りま

す。 

 

 

 

○共働き、ひとり親家

庭等が自立して生活

できるために必要な

支援を行います。 

○安心して子どもを産

み・育てられるよう、

『子育て世代包括支援

センター』において、

妊娠初期から子育て時

期を通じた相談や支援

を行いました。 

 

○保育所、認定こども園

等で子育てに関する相

談や子育て家庭等の交

流の場を提供する『地

域子育て支援事業』を

実施しました。 

 

○ひとり親家庭の母また

は父の就職に有利な資

格取得を促すために訓

練費等を助成し、就労

と経済的自立を支援し

ました。 

○保護者が就労等により

放課後家庭にいない小

学生を対象とした『放

課後児童クラブ（こど

もクラブ）』を開設しま

した。 

〔23ヶ所（50クラス）〕 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

５ 

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り 

○高齢者が可能な限り

住み慣れた地域でそ

の人らしい生活が続

けられるよう、「地域

包括ケアシステム」

の構築を目指しま

す。 

 

 

○「北会津公共交通会議」

において『北会津ふれ

あい号』の高齢者の利

用しやすい運行につい

て、協議しました。 

○全市と各地区を対象と

した『協議体』の設置

と『生活支援コーディ

ネーター』を配置し、

生活支援体制の整備を

推進しました。 

○高齢者の健康維持と生

きがいづくり、住民交

流を目的に、『湊みのり

の大学』を始めとした

公民館事業を実施しま

した。 

○地域住民が

取り組む見

守り活動の

支援や、高

齢者の生き

がいづくり

の活動等へ

の支援を図

っていきま

す。 

 

○地域活動の

リーダー養

成の取組を

推 進 し ま

す。 

 

 

 

○「老人福祉センター希

らら」において、「健康

教室」や「会津木綿ミ

シン教室」など多様な

講座の開催やクラブ

活動を支援し、高齢者

の交流と健康・教養の

増進を図りました。 

 

 

 

○地域活動のリーダー

育成に向けて、『ボラ

ンティア学園』の卒業

生が学園のスタッフ

として学園運営に参

加しました。 

 

○生きがいづくりや社会

参加の促進について関

心を高め、元気で生きが

いを持って生活するこ

とを目指します。（市民） 

○孤立死等の防止のため、

高齢者同士の交流や支

え合いの必要性を意識

します。（市民） 

○地域の活動拠点で行わ

れる集いの場等に積極

的に参加します。（市民） 

○介護予防についての理

解を深め、積極的な取組

に努めます。（市民） 

○地域内で健康教室等を

開催し、健康づくりに努

めます。（地域の各種団

体） 

○在宅の高齢者世帯に対

する関心を持ち、見守り

や支援を行います。（地

域の各種団体） 

 

 

 

 

 

○「特別定額給付金」

の申請をすることが

できない人には、民

生委員と協力して申

請の手伝いを行っ

た。 

○新型コロナウイルス

感染症により外出や

接触を控える人が増

え、安否確認が難し

い。 

○新型コロナウイルス

感染症の感染を心配

し、『ふれあい・いき

いきサロン』に参加

する人が減ってい

る。閉じこもりにな

ってしまうことが心

配です。〔再掲〕 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○民生委員との連携や

孤立死防止等ネット

ワークの充実・強化

により、地域に根差

した高齢者の見守り

体制を図っていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○高齢者見守りパンフレ

ットを作成し、地域の

見守り体制の構築に努

めました。 

○孤立死防止等ネットワ

ーク事業所や町内会、

民生委員等と連携し、

孤立死防止リーフレッ

ト『地域の見守りが孤

立死を防ぎます』によ

る孤立死の防止に向け

た生活の周知を図りま

した。〔再掲〕 

○高齢者の地

域生活を支

援していき

ます。 

○高齢者が地域で継続

して生活ができるよ

う、介護予防運動の普

及・啓発に取り組みま

した。 

○企業の実施する『ヤク

ルト愛の訪問活動』に

おいて、民生委員との

連絡調整等を行いま

した。 

〔600 名利用〕 

○『ふれあい・いきいき

サロン活動』や『地域

ぐるみ除雪ボランテ

ィア』の推進など、地

域での支え合い活動

の強化に取り組みま

した。〔再掲〕 

 

○高齢者の行事（敬老会・

老人会・サロン活動等）

のために、地域の自治会

館や集会場等の活動拠

点を開放します。（地域

の各種団体） 

○従業員が退職後に地域

づくりやボランティア

活動等に参加し、地域貢

献に従事していただけ

るような意識啓発に努

めます。（民間事業者） 

○高齢者が利用しやすい

よう福祉サービスの情

報発信に努めます。（福

祉サービス事業者） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○地域との連携を深

め、ボランティアなど

を含む多様な主体によ

る支援の拡大など、生

活支援の充実を図りま

す。 

 

○社協が取り組む『地区

社協』活動へ支援を行

いました。 

○地域住民の支え合いに

より安心して暮らせる

まちづくりを目指し、

社協と連携し『地域支

援ネットワークボラン

ティア事業』を展開し

ました。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

６ 

障
が
い
者
（
児
）
へ
の
理
解
促
進
と
共
生
の
地
域
づ
く
り 

○障がいについての正

しい理解が図られる

よう、周知に取り組

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○障がい者に配慮し、

障がいの特性に応じ

た多様な情報提供に

努めるとともに、市

民や企業・事業所等

にも理解促進を図り

ます。 

○会津図書館と連携し、障

がい者週間に併せて会

津図書館内にポスター

の掲示、障がい福祉関

連図書の展示やパンフ

レットを配布しまし

た。 

○『あいづまちなかアー

トプロジェクト』へ参

加し、会津若松駅や文

化センター等に障がい

者の文化作品を展示

し、障がい理解の促進

を図りました。 

○支援者に対する虐待防

止講演会を開催し、防

止意識の向上を図りま

した。 

 

○『点字版広報議会』を

発行しました。また、

音訳版の『声の広報議

会』を CD などでの配付

のほか、ホームページ

にて掲載し多様な人に

情報が伝わるよう配慮

しました。 

○障がい者の

地域生活へ

の支援に努

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○障がいの有

無に関わら

ず、誰でも

ボランティ

ア活動に参

加しやすい

環境づくり

に取り組み

ます。 

 

 

 

 

 

○「障がい者支援センタ

ーカムカム」における

ボランティア相談及

び派遣窓口を担い、障

がい者の地域生活を

支援しました。 

○障がい者が自立した

生活が送れるよう身

体介護、家事援助の在

宅生活支援を行いま

した。 

 

○障がい者の社会参加

を促進、市民のボラン

ティア活動のすそ野

を広げるため、『カム

カムボランティアポ

イント事業』を実施し

ました。 

参加者 95 名 

（うち障がい者 37名） 

 

○合理的配慮（障がいに応

じた配慮）にできる限り

努めます。（市民） 

○障がいについての正し

い情報の受け入れに努

めます。（市民） 

○障がいの有無に関わら

ず相互理解・支え合いの

意識を持ちます。（市民） 

○障がい者に対して不当

な差別的扱いをしない

ように努めます。（市民） 

○障がいの有無に関わら

ず、誰もが地域活動に参

加できるように努めま

す。（地域の各種団体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○パラリンピックの開

催が障がい者の理解

につながることを期

待しています。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○市民や事業者からの

意見を集めることな

どにより、課題を把

握するとともに、地

域自立支援協議会の

場を活用するなど、

合理的配慮（障がい

に応じた配慮）にも

とづき、課題解消の

立案・施策展開を行

い共生の地域づくり

に向けて取り組みま

す。 

○『第 2期地域福祉計画』

の冊子に「ユニバーサ

ルデザインフォント」

の使用、計画点字版を

作成するなど多様な人

に情報が伝わるよう配

慮しました。 

○「地域自立支援協議会」

において、専門部会を

毎月開催し、各部会に

おいて課題解決に向け

た取組を行いました。 

○『第 6 期障がい福祉計

画』の策定にあたり、

多様な分野からの参加

者による策定調整会議

にて、幅広い意見交換

を行いながら、策定を

進めました。 

○『会津人参栽培研修事

業』により、障がい福

祉サービス事業所が行

う会津人参の栽培を支

援し、障がい者が農業

に従事する機会を設け

ました。 

  ○各種団体活動に障がい

者が積極的に参加でき

るように努めます。（地

域の各種団体） 

○障がい者の雇用、就業を

促進します。（民間事業

者、福祉サービス事業

者） 

○合理的配慮（障がいに応

じた配慮）にできる限り

努めます。（民間事業者、

福祉サービス事業者） 

○地域との交流機会を創

出し、障がい・障がい者

理解の推進に努めます。

（民間事業者、福祉サー

ビス事業者） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

７ 

生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向
け
た
支
援 

○総合的な相談窓口で

ある生活サポート相

談窓口において適切

な支援を行います。 

 

 

 

 

 

○関係機関との連携に

より、早期の情報把

握及び支援に取り組

みます。 

 

 

 

 

 

○『生活サポート相談窓

口』において、生活困

窮にかかる相談をうか

がい、状況に応じて関

係機関との連携を図り

ながら、自立に向けて

包括的、継続的な支援

を実施しました。 

 

○民生委員やハローワー

クなどの関係機関と連

携を図り、情報共有や

支援にかかる協議を行

うなど、生活困窮者の

早期発見、早期支援に

つながるよう取り組み

ました。 

○専門的な知見を有する

弁護士、司法書士、フ

ァイナンシャルプラン

ナーを配置し、生活困

窮や多重債務等の改善

に向けたアドバイスを

行う納税等相談会を実

施しました。 

 

 

○貸付事業や

法外援護事

業 等 の 実

施、行政・関

係機関・地

域との協働

により、生

活困窮者の

支援を行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

○福島県社会福祉協議

会より生活福祉資金

貸付事業を受託し、新

型コロナウイルス感

染症による生活困窮

者に対する資金の貸

付、世帯の自立更生に

向けた支援を行いま

した。 

○生活課題の解決に向

けて、各種相談を実施

し行政機関や相談支

援機関へつなぎまし

た。 

○生活困窮者支援に向

けて、市、民生委員、

地域包括支援センタ

ー、ＮＰＯ団体、ハロ

ーワークと情報共有

を図りました。 

○生活困窮者に関する総

合的な相談窓口である

生活サポート相談窓口

について把握します。

（市民） 

○地域の中での生活困窮

者に対して、早期の生活

サポート相談窓口での

相談をすすめることに

努めます。（地域の各種

団体） 

○生活困窮者に対する地

域でのインフォーマル

な支援（見守りや声かけ

など）を行います。（地域

の各種団体） 

○生活困窮者に対して、総

合的な相談窓口である

生活サポート相談窓口

の情報を提供します。

（民間事業者、福祉サー

ビス事業者） 

 

 

 

 

○生活困窮者の支援は

地域では難しいの

で、市による支援を

充実してほしい。 

○新型コロナウイルス

感染症で生活困窮者

が増えていると聞く

が、地域の中での実

態把握は難しいで

す。 

 



会津若松市地域福祉計画・社会福祉法人会津若松市社会福祉協議会地域福祉活動計画評価シート 

- 29 - 

 

基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○住宅確保要支援者に

対しては、公営住宅

や民間住宅を含めた

総合的な住まいの供

給や情報提供の体制

を構築し、支援を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○住宅確保要支援者に対

する情報提供、状況に

応じて『住居確保給付

金』制度の利用を勧め

るなど、家賃補助と就

労支援の両面からの支

援を行いました。 

○生活困窮者

についての

情報を、市

と共有し、

支援の強化

に 努 め ま

す。 

○行政機関や関係機関

と連携し、生活が苦し

い世帯に対する『フー

ドバンク事業』（緊急

食料の提供）、こども

食堂への支援、『連休

特別相談会』、『年末特

別相談会』を実施しま

した。 

フードバンク事業 

受入  47 件 

提供 159 件 

連休特別相談会 

 開催  3 日 

  相談数 0 件 

年末特別相談会 

開催  2 日 

相談数 1件 

 

○行政・関係機関・地域と

連携しながら生活困窮

者への支援を行います。

（民間事業者、福祉サー

ビス事業者） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

８ 

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

○災害時避難行動要支

援者の居場所を確認

し、その情報を把握

するとともに、地域

における日常的な見

守り活動や災害時に

おける支援などを図

るための体制づくり

を進めます。 

 

 

 

 

 

○地域ケア会議等におい

て、災害に備えた日々の

取組、活動に向けての課

題等について話し合い

を行いました。〔再掲〕 

○地域の高齢者の災害時

避難行動要支援者の状

況把握への協力を行い

ました。 

○災害時避難行動要支援

者への日常からの見守

りや支援につなげるた

め、個別計画の策定に向

け、地域の関係者等との

協力により町内会を対

象としたモデル事業を

実施しました。〔再掲〕 

○地域の防犯のため、町

内会に防犯灯の設置費

用や電気代の一部を助

成しました。 

○町内会との連携による

空き家情報の共有を図

り空き家問題を早期発

見することで、地域や関

係団体等との連携によ

る解決を図りました。 

○ボランティ

アセンター

事 業 の 充

実・強化を

図ります。 

○ボランティアの情報

を把握し、ボランティ

アの助けを必要とし

ている人に紹介する

「マッチング」に取り

組みました。 

相談件数 1,819 件 

マッチング数 

      257 件 

 

○コロナ過における災

害に対応できるよう、

『感染症に配慮した

災害ボランティアセ

ンターの運営に関す

るマニュアル』を作成

しました。 

○ライオンズクラブ国

際協会 332-D 地区と自

然災害発生時におけ

る支援協定を締結し

ました。 

○自らの命は自ら守る（自

助）という意識を持ちま

す。（市民） 

○自分たちのまちは自分

たちで守る（自助・共助・

互助）という意識を持ち

ます。（市民） 

○地域において相互に助

け合い（互助）、平時から

防災体制の構築に努め

ます。（市民） 

○地域での防犯・防火訓練

の実施など、日頃より防

犯・防災意識の啓発に努

めます。（地域の各種団

体） 

○住民同士や関係団体と

の協力により、防犯・防

災のための見回り等を

実施します。（地域の各

種団体） 

○施設の安全確保を図る

とともに、防災意識の普

及・啓発に努めます。（民

間事業者、福祉サービス

事業者） 

 

○町内に高校生の通学

経路があり自転車に

よる事故が心配。学

校と地域で事故防止

の取組が必要と考え

ている。 

○市はＩＣＴに力を入

れているので、防災

分野でもＩＣＴの活

用を進めてほしい。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○地域における犯罪を

抑止し、安心安全に

暮らせる地域とする

ため、地域住民によ

る自主的な防犯活動

を推進し、支援しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○安心安全なまちづく

りを推進するため、

計画的に施設の整備

を進めます。 

○防災にかかる『生涯学習

出前講座』の受講促進

や、『マイタイムライン』

の作成促進にかかる啓

発を行いました。〔再掲〕 

○地域防災について楽し

く学ぶ『永和地区防災

デー』、『門田地区防災

ディキャンプ』を開催

し、地区住民の防災意

識の高揚を図りまし

た。〔再掲〕 

○地域の防犯のため、町

内会に防犯灯の設置費

用や電気代の一部を助

成しました。 

○町内会との連携による

空き家情報の共有を図

り空き家問題の早期発

見することで、地域や関

係団体等との連携によ

る解決を図りました。 

 

○栄町第二庁舎正面入口の

階段に白色の目印をつ

け、障がい者にも利用し

やすいよう努めました。 

  ○施設の確保や備蓄品の

保管等、従業員や顧客等

が滞在可能な環境整備

に努めます。（民間事業

者、福祉サービス事業

者） 

○日常的に要支援者に対

する声かけや見守りを

通して、防犯・防災意識

の向上に努めます。（福

祉サービス事業者） 
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基本目標３に係る評価 ○新たな『地域福祉計画・地域福祉活動計画』、『障がい者福祉計画・障がい児福祉計画』、『高齢者福祉計画・介護保険計画』

が策定されたことから、今後は、計画に基づいて各事業を確実に実行されたい。（市） 

○令和元年台風 19 号をきっかけに、一部の町内会では災害時の支援に向けた取組が始まっており、この取組から更に高齢

者や障がい者等の災害時避難行動要支援者への見守り等へつなげていく必要がある。 （市） 

○ひとり親家庭、高齢者世帯、生活困窮世帯など、コロナ過において置かれた環境が厳しい状況を踏まえて、適切な時期に

支援事業の検討をされたい。（市） 

○『感染症に配慮した災害ボランティアセンターの運営に関するマニュアル』の作成を行い、新型コロナウイルス感染症の

状況下における災害対応を進めてきたことは評価できる。（社協） 
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基本目標４ 健康でずっといきいき暮らせる地域づくり 

基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 
＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

１ 

健
康
づ
く
り
の
推
進 

○健康づくりのための

普及啓発や取組に対

する支援を行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○健康課題の分析を行

うとともに、関係団

体と連携しながら課

題解決に向けて取り

組みます。 

 

○社協、地域包括支援セ

ンターと連携した『げ

んきに健康教室』や食

育・健康講座の開催、

ニュースポーツの実施

など健康づくりの推進

に努めました。 

○介護予防講座・教室の

取り組み、介護予防に

関する知識の普及啓発

を図りました。 

 

○「会津若松市食育ネッ

トワーク」関係団体、飲

食サービス提供事業者、

『健康づくり推進連携

協定』締結企業などと協

力して、食環境整備とし

て、外食・中食における

健康に寄与する食サー

ビスを利用しやすく整

備・広報するとともに、

食育を進め、栄養・食生

活に関する改善ポイン

トを個別に送付しまし

た。〔延べ 574 人〕 

 

○健康づくり

につながる

ような地域

のサロン活

動 等 の 充

実・強化に

向けた支援

を 図 り ま

す。 

○「老人福祉センター希

らら」や「北会津保健

センター」を健康づく

り、生きがいづくりの

拠点とし、高齢者を中

心とした健康づくり

の推進を図りました。

〔再掲〕 

○『ふれあい・いきいき

サロン』に職員の派遣

やレクリエーション

用具の貸出など、介護

予防、認知症予防につ

ながる支援に取り組

みました。 

〔支援回数 71 回〕 

 

○健康への関心を高め、積

極的な健康づくりに努

めます。（市民） 

○定期的に健診を受ける

など自分の体の状態を

知り、生活習慣の見直し

や早期の治療に努めま

す。（市民） 

○医療に対する理解を深

めることに努めます。

（市民） 

○適度な運動の実施や、サ

ロン活動等への参加を

通した地域住民同士の

交流等を通じ、心身のリ

フレッシュに取り組む

ことに努めます。（市民） 

○健康づくりの活動を通

して住民の健康増進を

図ることに努めます。

（地域の各種団体） 

○住民に対して健康受診

の呼びかけを行います。

（地域の各種団体） 

○新型コロナウイルス

感染症の感染を恐れ

引きこもっている人

が増えている。その

まま寝たきりになら

ないか心配である。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○国民健康保険の保険

者として、被保険者

に対する特定健康診

査等の受診を積極的

に推進します。 

○『食育推進計画関連調

査』において、市民の

食習慣や栄養素摂取状

況について調査を行

い、その集計結果を分

析し、公表しました。 

○健診結果等から対象者

を定め、保健指導を実

施し生活習慣病の発症

予防・重症化予防に取

り組みました。 

 

○特定健康診査の受診率

向上のため、受診料自

己負担の無料化や対象

者への受診券送付、温

泉・飲食店・スポーツ

施設等で利用できる割

引券の提供等を実施し

ました。 

 

 

 

 

  ○従業員の健康づくりに

対する理解の促進に努

めます。（民間事業者、福

祉サービス事業者） 

○従業員への定期健康診

断の実施や、人間ドック

の積極的な受診の推進

に努めます。（民間事業

者、福祉サービス事業者

等） 

○従業員が医療機関を早

期に受診できる職場環

境づくりに努めます。

（民間事業者、福祉サー

ビス事業者等） 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

２ 

地
域
医
療
体
制
の
充
実 

○市民に適切な医療を

提供できるよう、医

師会及び歯科医師会

や薬剤師会をはじめ

とする関係医療機関

と連携し、時代の要

請に応じた医療体制

の確保に努め、医療

の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

○医療機関や保健所等

との連携により、難

病患者への支援のあ

り方についても対応

を進めていきます。 

 

○市ホームページや市政

だより等による休日当

番医や医療機関に関す

る情報に日頃から関心

を高めることに努めま

した。 

また、新型コロナウイ

ルス感染症対策とし

て、かかりつけ医への

相談や「受診・相談セ

ンター」への案内など、

適切な受診の周知に努

めました。 

 

 

○県や医療機関、福祉事

業者などが参加する

「難病患者地域支援連

絡会議」、「難病患者在

宅ケア調整会議」に参

加し、支援体制の整備

を図りました。 

  ○市ホームページや市政

だより等による休日当

番医や医療機関に関す

る情報に日頃から関心

を高めることに努めま

す。（市民） 

○かかりつけ医、かかりつ

け歯科医、かかりつけ薬

局を持ち、いつでも安心

して診療が受けられる

ように努めます。（市民） 

○在宅医療についての認

識を深めることに努め

ます。（市民） 

○出前講座等の利用によ

り、本市の医療体制の現

状や在宅医療について

の理解を深めることに

努めます。（地域の各種

団体） 

○市民が安心して必要な

医療が受けられるよう、

市内医療機関の医師・看

護師等の医療スタッフ

の確保に努めます。（医

療機関等） 

○新型コロナウイルス

感染症で医療機関の

充実が必要と感じ

た。 

○高齢者にとり医療機

関に行くことが大変

なことから、在宅医

療や遠隔医療の充実

を期待している。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○母子の健康の確保に

向けた、かかりつけ

医の推奨など地域医

療機関との連携を充

実します。また、保

健・医療・福祉の連携

による障がい児への

支援や障がい者への

サービス提供体制の

充実を図ります。 

 

○『在宅医療・介護連携

推進事業』により、市

民向け研修会の実施や

専門機関との連携を推

進しました。 

 

    

基本目標４に係る評価 ○健康づくりの推進は、コロナ過であっても重要であり、感染状況等を踏まえて、市の役割が果たされるよう継続して取り

組まれたい。（市） 

○地域医療体制の充実には、保健、医療・福祉の連携が必要なことから、様々な場面において、更なる連携の強化に努めら

れたい。（市） 

○『ふれあい・いきいきサロン』の組織化や活動の支援だけではなく、既に活動している団体が継続的に活動できるよう、

担い手の育成などに取り組んでいただきたい。（社協） 
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基本目標５ 福祉サービスの充実した地域づくり 

基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 
＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

１ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り 

○市民に対して福祉サ

ービスについての的

確な情報発信を行い

ます。 

 

 

○関係機関との連携に

より、利用者ニーズ

に即した福祉サービ

スの提供につながる

環境整備を行いま

す。 

 

○ホームページやパンフ

レットにより福祉サー

ビスの内容や事業者の

情報提供を行いまし

た。 

 

○複数の課題を抱えるこ

との多い生活困窮者か

らの相談について、状

況に応じて複数の所属

と連携しながら支援を

実施しました。 

 

○ニーズを踏

まえ、利用

者 に と っ

て、さらに

利用しやす

いような事

業の充実を

積極的に図

ります。 

○生活課題の解決に向

けて、各種相談を実施

し行政機関や相談支

援機関へつなぎまし

た。〔再掲〕 

 

 

○福祉サービスの内容や

提供事業者に関する情

報の把握及び、自分に合

ったサービスの選択・利

用に努めます。（市民） 

○福祉サービスの内容や

提供事業者に関する情

報などを地域住民間で

共有できるような場づ

くりに努めます。（地域

の各種団体） 

○利用者一人ひとりを尊

重したサービスの提供

を心がけるとともに、利

用者ニーズに即した更

なるサービスの向上に

努めます。（福祉サービ

ス事業者等） 

○福祉サービスの向上に

つながるような人材育

成や職場環境の向上に

努めていきます。（福祉

サービス事業者等） 

 

 

○福祉サービスを利用

することを恥ずかし

いと感じる人もい

る。必要な人が利用

しやすい環境づくり

を望みます。 

○福祉事業者が地域の

活動に参加したこと

で、福祉サービスに

対して理解が深まり

ました。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

２ 

相
談
体
制
の
充
実
・
強
化 

○各種相談窓口や相談

員の情報を一覧表で

整理し、広報紙やホ

ームページなどに掲

載するほか、民生委

員や地域包括支援セ

ンターなどの相談員

を通じ、周知を図り

ます。 

○各所属に関する情報

を市民に対して適切

かつ効果的に広報

し、市民が個別のニ

ーズに基づき、円滑

に相談・利用できる

ように努めます。 

 

○孤立死防止リーフレッ

ト『地域の見守りが孤

立死を防ぎます』を作

成し、民生委員や地域

包括支援センターなど

の地域の相談支援窓口

を広報しました。〔再

掲〕 

○ホームページやパンフ

レットにより福祉サー

ビスや事業者の情報提

供を行いました。〔再

掲〕 

○子育て支援センターの

一覧等を掲載した子育

て支援のパンフレット

を作成し、転入者や窓

口などでの配付を行い

ました。 

○市内の保育所、認定こ

ども園、幼稚園、認可

外保育施設の情報を市

ホームページにて一覧

の他に施設毎の統一項

目の情報掲載を行いま

した。 

○総合相談業

務の体制強

化を図り、

必要に応じ

て市や関係

機関との情

報共有や連

携を行いま

す。 

○生活課題の解決に向

けて、各種相談を実施

し行政機関や相談支

援機関へつなぎまし

た。〔再掲〕 

○『日常生活自立支援事

業』（以下「あんしんサ

ポート事業」という。）

を実施し、判断力が低

下した認知症高齢者

等の権利擁護を目的

に、関係機関との連携

による、福祉サービス

の利用援助や金銭管

理等を行いました。 

契約者数 37 名 

相談援助件数 

2,792 件 

○『あんしんサポート事

業』の理解促進に向

け、地域包括支援セン

ターを対象に事業説

明を行いました。 

○各種相談窓口に関する

情報について市のホー

ムページや広報誌など

に日頃から目を通し把

握に努めます。（市民） 

○地域の中で情報を必要

としている人の把握に

努めます。（地域の各種

団体） 

○各種相談窓口について

の情報を把握し、情報を

必要としている住民に

周知します。（地域の各

種団体） 

○日頃より各種相談窓口

等の情報把握に努める

とともに、サービス利用

者や相談者に対する周

知に協力します。（福祉

サービス事業者等） 

 

○昔と違い市役所へ相

談がしやすくなって

います。 

○市には様々な窓口が

あり、まず、どこで

相談していいのかわ

かりにくいです。 

○市役所に行く前に、

まずは、市民センタ

ーに相談している。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○各種相談窓口間の連

携を密にし、市民か

らの相談に対して一

元的な相談体制を構

築します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○担当部署と地域をつな

ぎ、利用者からの様々

な問い合わせや相談、

情報の提供、課題解決

を図りました。 

○『生活サポート相談窓

口』において、生活困

窮にかかる相談をうか

がい、状況に応じて関

係機関との連携を図り

ながら、自立に向けて

包括的、継続的な支援

を実施しました。〔再

掲〕 

○高等教育機関卒業後か

ら就労における「教育

と福祉との連携」を一

層深めるため、子ども

の障がいや発達課題に

関する相談機関一覧の

改訂等を行いました。 

 ○行政機関や関係機関

と連携し、生活が苦し

い世帯に対する『フー

ドバンク事業』（緊急

食料の提供）、こども

食堂への支援、『連休

特別相談会』、『年末特

別相談会』を実施しま

した。〔再掲〕 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

 

○専門的な人材の配置

や、相談業務に対応

する人材に対する研

修等を通して、相談

体制の強化を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「生活困窮者自立支援

制度」に基づく研修を

受講し、相談支援員の

スキルアップに努めま

した。〔再掲〕 

○消費生活相談員に、専

門的知識の習得のため

の研修受講の機会を設

け、相談体制の強化を

図りました。 
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基
本
施
策 

基本施策の展開 

＜行政の役割＞ 

令和２年度 

市の取組 

基本施策の 

展開 

＜社会福祉協

議会に求めら

れること＞ 

令和２年度 

社会福祉協議会の取組 

基本施策の展開 

＜市民、地域の各種団体、民

間事業者、福祉サービス事業

者等に求められること＞ 

地域福祉活動の 

実態調査結果 

３ 

利
用
者
主
体
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
現 

○関係機関との連携に

より、利用者からの

声を吸い上げるよう

な仕組みづくりを行

います。 

 

○利用者からのニーズ

については、関係機

関に確実に伝達する

ような連携体制を構

築します。 

 

○市民に対して福祉サ

ービスについての的

確な情報発信を行

い、現状の福祉サー

ビスについての正し

い理解を深めること

に努めます。 

○「介護保険運営協議会」

において、利用者から

の意見を市と事業者間

で情報の共有を図りま

した。 

 

○地域ケア会議等におい

て、地域の多様な意見

を、関係者間で情報の

共有を図りました。 

 

 

○『介護保険制度のてび

き』、市政だより、ホー

ムページ等により、高

齢者の生活支援情報の

提供を行いました。 

 

○福祉サービ

スの質の向

上につなが

るよう、利

用者からの

ニーズの把

握に努める

とともに、

ニーズを踏

まえた事業

を推進しま

す。 

○寄せられた要望・苦情

について、事務局内で

共有し、業務の改善を

図りました。 

○苦情解決委員会を２

回開催し第三者委員

である苦情解決委員

に報告を行いました。 

 

○福祉サービスやサービ

ス提供事業者の情報に

関心を持ち、自分に合っ

た福祉サービスの選択

に心がけます。（市民） 

○福祉サービスを利用し

て気づいた点等があれ

ば、サービス提供事業者

に伝えるよう努めます。

（市民） 

○住民間で福祉サービス

や提供事業者に関する

情報交換等を行えるよ

う、住民同士の交流機会

の創出に努めます。（地

域の各種団体） 

○利用者一人ひとりを尊

重したサービスの提供

を心がけるとともに、利

用者ニーズに即した更

なるサービスの向上に

努めます。 

○福祉サービスの向上に

つながるような人材育

成や職場環境の向上に

努めていきます。（福祉

サービス事業者等） 

 

○福祉事業者が地域の

活動に参加したこと

で、福祉サービスに

対して理解が深まり

ました。〔再掲〕 
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基本目標５に係る評価 ○福祉サービスのニーズが多様化していることと、新型コロナウイルス感染症の感染の収束も見通しも不明な中で、ニーズ

に即したサービスが受けられるよう、事業者と利用者ニーズの共有を図るなどの連携を継続して取り組まれたい。（市） 

○様々な問題や不安を抱える人の相談につながるよう、相談・支援体制の充実に努められたい。（市） 

○『あんしんサポート事業』については、サービスを受けたい人が受けられるよう、引き続き事業体制の強化を図られたい。

（社協） 
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２ 地域福祉計画重点的な取組 

重点的な取組１ 地域福祉活動の基盤となる地域の仕組みづくりの推進 

取組項目 令和２年度の取組 

(1) 地域住民の参画による地域づくりの推

進 

○社協と連携し、『地区社協』の組織化に向けた取組と地区社協の活動を支援しました。〔再掲〕 

 

(2) 地域を支える人材の育成 ○地域活動等に主体的に取り組むことのできる人材の育成を図る『生涯学習支援者講座』、住民と行政の協

働を担うコーディネーターの育成を図る『コーディネーター研修会』を実施しました。〔再掲〕 

 

(3) 社会的孤立の防止 ○孤立死防止等ネットワーク事業所や町内会、民生委員等と連携し、孤立死防止等ネットワークのリーフ

レット『地域の見守りが孤立死を防ぎます』による社会的孤立の防止に向けた生活の周知を図りました。 

○地域の『ふれあい・いきいきサロン』活動やサロン会設立の支援を社協が行う『ふれあい・いきいきサ

ロン事業』を支援しました。 

(4) 権利擁護の推進 ○権利擁護支援の地域連携ネットワークの構築に向け、『成年後見制度利用促進基本計画』を策定しまし

た。 

○高齢者や障がい者等の権利擁護への関心を高めるため、成年後見制度の普及啓発に向けた研修会を開催

しました。〔延べ 33名受講〕 

(5) 各種団体間の協力体制の構築 ○社協とともに地域包括支援センターや区長、民生委員、高齢者福祉相談員、福祉事業者などが参加する

地域ケア会議等、福祉事業者などによる専門職ケア会議に参加し、相互に連携し、地域の見守り・支援

体制づくりを推進しました。〔再掲〕 

(6) 企業・事業所への啓発活動等による環境

整備 

○会津若松商工会議所などの経済団体を通じ、地域福祉活動への企業の参加と、従業員が参加しやすい職

場環境づくりを要請しました。〔再掲〕 

○社会福祉法人が適切な「地域における公益的な取組」が行えるよう情報の提供を行いました。 

 

重点的な取組１に係る評価 ○地域の仕組みづくりにあっては、地域で中心になり活動する担い手が必要なことから、引き続き人材育

成に取り組んでいただきたい。 

○地域福祉活動に取り組もうとする地域に対し、活動につながるよう他の地域の成功した取組を紹介する

など、地域福祉に対する理解促進を引き続き図られたい。 

○『成年後見制度利用促進基本計画』に基づき、権利擁護支援の地域連携ネットワークの構築に向けて引

き続き取り組まれたい。 
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重点的な取組２ 災害時避難行動要支援者に対する日常的な見守り体制 

取組項目 令和２年度の取組 

(1) 災害時避難行動要支援者の把握方法に

ついて 

○住民基本台帳や高齢者、障がい者等に関する情報を基に、災害時避難行動要支援者の把握を図りました。

〔再掲〕 

(2) 災害時避難行動要支援者情報の共有及び更新方法について 

①関係機関間の情報共有方法 ○災害時避難行動要支援者の近隣支援者や緊急時連絡先などの情報を収集し、災害時避難行動要支援者名

簿を作成しました。〔再掲〕 

○『避難行動要支援者名簿』を区長、民生委員・児童委員、地域包括支援センターに共有し、避難行動要

支援者の日常的な見守りや、災害時における支援体制づくりのための情報共有を行いました。〔再掲〕 

 

②情報の更新方法 ○新たに災害時避難行動要支援者になった人、前回調査時に名簿配付に同意しなかった人に名簿配付の同

意に取り組みました。 

(3) 災害時避難行動要支援者の支援について 

①日常的な見守り活動や助け合い活動の推

進方策 

○災害時避難行動要支援者への日常からの見守りや支援につなげるため、個別計画の策定に向け、地域の

関係者等との協力により町内会を対象としたモデル事業を実施しました。〔再掲〕 

○地域包括支援センターや区長、民生委員、高齢者福祉相談員、福祉事業者などが参加する地域ケア会議

等において、各者が連携し、地域の見守り・支援体制づくりを推進するとともに、地域防災の研修や災

害に備えた日々の取組、取組に向けての課題等について話し合いを行いました。〔再掲〕 

 

②緊急対応に備えた役割分担と連絡体制づ

くり 

○災害時避難行動要支援者への日常からの見守りや支援につなげるため、個別計画の策定に向け、地域の

関係者等との協力により町内会を対象としたモデル事業を実施しました。〔再掲〕 

 

重点的な取組２に係る評価 ○令和元年台風 19 号以降、地域の防災意識が高まりに対応し、要支援者の個別計画策定に向けたモデル

事業を実施した点は評価できる。今後はその取組を他の地域に広げ、災害時避難行動要支援者の個別計

画策定を進める必要がある。また、個別計画の策定にあたっては、平常時のケアプランと一体的な策定

が望まれる。 

○日常における地域の見守りが、災害時避難行動要支援者をはじめとする自力で避難することが難しい人

の支援につながることから、引き続き地域の実情に応じた見守り体制の構築を進められたい。 
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重点的な取組３ 生活困窮者自立支援の取組 

取組項目 令和２年度の取組 

(1) 生活困窮者の把握方法について ○早期発見、早期支援のため、社協、民生委員、地域包括支援センター、ハローワークや教育機関など関

係機関との連携・情報共有を図るとともに、市の組織横断的な『生活困窮者自立支援庁内連携連絡会議』

を開催して生活困窮者に関する情報把握に努めました。 

 

(2) 自立支援のための各種支援について ○生活困窮者自立支援制度に基づき、必須事業として、生活困窮に係る様々な相談を受け付け、自立に向

け支援を行う『自立相談支援事業』の実施や、住居の確保と就労自立を図るため『住居確保給付金』の

支給を行いました。 

また、任意事業として、就労に向けた基礎能力の形成や改善が必要な方を対象とした『就労準備支援事

業』や、生活困窮世帯の子どもを対象とした『学習支援事業』を実施しました。 

 

(3) 生活困窮者への支援を通じた地域づく

りのあり方 

○地域住民等の理解やつながりにつながるよう、地域福祉の中核を担う民生委員等との連携を図り、市民

生児童委員協議会理事会等において情報共有と連携に努めました。 

○地域包括支援センターと連携を図り、地域の課題共有のための地域ケア会議等に参加し、支援制度や地

域福祉の考え方の理解が図られるように努めました。 

 

重点的な取組３に係る評価 ○関係機関や庁内各課連携による生活困窮者に対する支援の更なる効果が発揮されるよう推進されたい。 

○生活困窮者の自立に向けて、引き続き関係機関と連携した支援に努められたい。 
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１ 地域福祉活動計画基本目標 

基本目標Ⅰ 地域を支える人づくり 

基本計画・活動事例の方向性・展開 令和２年度の取組 

１ 福祉の心の育成・推進 

(1) 共生意識の醸成 ○高校生・専門学校生・大学生を対象にボランティア活動を通して、自分自身の生き方や地域社会を見つ

める目を育む『自分発見ボランティア』を実施し、福祉意識の醸成を図りました。〔再掲〕 

○地域福祉活動の事業費や生活に困っている世帯等への支援となる赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募

金運動の推進を図り、協力依頼に努めました。 

(2) 幼少期からの「福祉教育」の充実 ○幼い時から福祉の心を育むため、福祉施設・教育機関・ボランティア・関係機関等と連携し、学びの場

を提供するとともに小中学校向け『出前福祉体験教室』など福祉教育の推進に取り組みました。〔再掲〕 

(3) 生涯学習における「地域福祉」の推進 ○『ボランティア学園』を開校し、地域ボランティア活動を身近に感じ、気軽に参加できる環境の整備、

学園を通してボランティア情報の提供・相談・人材育成に取り組みました。〔再掲〕 

○『ふれあい・いきいきサロン』、介護予防教室等への職員の派遣、レクリエーション用具貸出等の支援を

実施し、地域の生涯学習の推進取り組みました。〔再掲〕 

２ 地域福祉活動を担う人材の育成・支援 

(1) 人財の育成 ○『ボランティア学園』では、地域ボランティアリーダー養成学科をはじめ、人材育成・地域福祉活動に

つながるような取り組みを行いました。〔再掲〕 

○高校生・専門学校生・大学生を対象にボランティア活動を通して、自分自身の生き方や地域社会を見つ

める目を育む『自分発見ボランティア』に取り組みました。〔再掲〕 

(2) 実習生・研修生の受け入れ ○福祉職場での実習生の受け入れを行い、地域福祉活動の取り組みへの理解とこれからの地域福祉活動の

担い手となる福祉人材の養成に努めました。 

基本目標Ⅰに係る評価 ○地域を支える人づくりにあたっては、『ボランティア学園』等による人材育成が行われているが、育成し

た人材が地域福祉活動に必ずしもつながっているとはいえない状況である。『ボランティア学園』につい

ては、生涯学習の場にとどまるのではなく、ボランティア活動の実践に向けた人材の育成が図れるよう

取り組まれたい。 

○地域福祉の理解を広げていくには、幼少期からの福祉教育が重要と考える。福祉教育の充実に向け、地

域の人が学校運営に参加する「学校運営協議会」と連携した活動に取り組まれたい。 

○インターンシップを始めとした学生の受入を引き続き行い、研修を通してこれからの地域福祉活動の担

い手となる人材の育成につなげていただきたい。 
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基本目標Ⅱ 互いに支え合うつながりづくり 

基本計画・活動事例の方向性・展開 令和２年度の取組 

１ 福祉コミュニティの推進 

(1) 地域サロン普及・推進 ○高齢者やボランティアが身近な地域で仲間づくり、生きがいづくりを行う『ふれあい・いきいきサロン』

の活動に対し、助成金の交付やレクリエーション用具の貸出、職員の派遣など活動の支援に取り組みま

した。〔再掲〕 

(2) 小地域福祉活動の支援 ○地域で支え合うつながりづくりを目的に、地域住民やボランティア活動による要援護世帯への除雪活動

等の支援や、活動感謝ポイント制度『ありがとね』の運用を開始しました。 

○地域の支え合い、助け合いの基盤づくりを進めるため、『地区社協』の取り組みについて、未設置地区へ

の説明に努めました。なお、設立済の『地区社協』については、活動や取り組みに対し、継続して支援

を行いました。〔再掲〕 

２ ボランティア活動の促進 

(1) ボランティア活動の普及・推進 ○ホームページ、ＳＮＳ、社協だよりで、登録者、団体へボランティア情報の提供を行いました。 

○ボランティア活動保険、行事保険の案内、受付を行いました。 

○障がい者支援センター「カムカム」において、ボランティア相談や介護保険では補えないインフォーマ

ルな部分での障がい者の買い物同行や代読支援を行いました。  

○市の『障がい理解促進事業』や会津若松市ボランティア連絡協議会と連携し、『出前福祉体験教室』へ講

師派遣等を行い、福祉教育の推進に取り組みました。 

(2) 広域的な連絡、連携体制の整備 ○会津若松市ボランティア連絡協議会において、本会ボランティア事業に関しての情報交換や啓発活動に

取り組みました。 

基本目標Ⅱに係る評価 ○互いに支え合うつながりづくりにおいては、市や地域包括支援センターとの連携により『ふれあい・い

きいきサロン』活動が活発化していることは評価できる。 

○一方で『地区社協』の設立は進んでいない状況にあり、取組の強化が必要である。 

○地域における見守りや生活支援活動などを進めていくには、ボランティア活動が重要であるが、『ボラン

ティア学園』卒業生、『自分発見ボランティア』経験者等が必ずしも地域福祉活動につながっていない状

況にあることから、ボランティアセンターの機能の強化に努められたい。 

○ボランティア活動の普及に向けて、幼少期からの福祉教育が重要と考えられることから、『出前福祉体験

教室』等を通して、学校と連携し、福祉教育の充実、推進に引き続き取り組んでいただきたい。 

○『ふれあい・いきいきサロン』は、日頃からの見守り活動や安否確認につながっている。地域のつなが

りを強め災害時などの支援にもつながるよう、引き続き支援に取り組まれたい。 
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基本目標Ⅲ 誰もが安心・安全に暮らせる環境づくり 

基本計画・活動事例の方向性・展開 令和２年度の取組 

１ 総合的・包括的支援体制の推進 

(1) 地域包括支援システムの推進 ○地域ケア会議等への参画や地域包括支援センターの受託を通して、高齢者虐待防止や認知症高齢者に対

する事業に取り組み、問題・困難ケースを支援するため、関係機関と連携しました。 

○地域での介護予防教室等の集まりの場は、新型コロナウイルス感染症予防対策のため、参加者数を減ら

す等工夫して開催し、地域でのつながりづくりと介護予防に努めました。 

(2) ふれあい活動の推進 ○子どもから高齢者まで認知症や障がいなどの有無に関わらず誰でもが集える場として、『ほたるカフェ』

を開き、世代間交流の推進に取り組みました。〔再掲〕 

(3) 生活困窮者の相談・支援の充実 ○行政機関や関係機関と連携し、生活に困っている世帯に対しての食料品等の支援や生活福祉資金の貸付

を実施しました。 

○通常の窓口相談の他に、『ふれあい福祉センター総合生活相談事業』の充実に向け、『連休特別相談会』、

『年末特別相談会』を実施しました。 

(4) 権利擁護の推進 ○地域包括支援センターの連絡会にて、『あんしんサポート事業』の内容やサービスの流れについて説明

し、情報の共有を行いました。 

２ 健康で安心・安全な生活の確立 

(1) 地域で取り組む健康づくり ○『ふれあい・いきいきサロン』に職員の派遣やレクリエーション用具の貸出など、介護予防、認知症予

防につながる支援の取り組みを行いました。 

(2) 防犯・防災意識の醸成 ○地域での防災活動へ参画し、地域の見守りや支援体制づくりと緊急連絡カード作成について、民生児童

委員協議会と連携し促進に努めました。 

○地域サロンで、地域の特徴など、日々の災害に備えた取り組みについて話し合いました。 

(3) 福祉避難施設の支援 ○指定福祉避難所事業者連携会議に参画し、福祉避難所間で情報交換や新たな福祉避難所の情報の共有を

図りました。 

基本目標Ⅲに係る評価 ○ふれあい活動や生活困窮者の支援など、効果が見えている取組がある一方で、『あんしんサポート事業』

を利用したくてもできないとの声もあり、今後も利用促進に向けて関係機関と連携した事業の周知、利

用拡大に向けた体制整備に努められたい。 

○生活困窮者の支援に向けては、行政や関係機関との連携を図り、適切な支援につながるよう努められた

い。 

○緊急時や災害時の支援につながることから、『緊急連絡カード』の取組を引き続き取り組まれたい。 
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基本目標Ⅳ ふくしのネットワークづくり 

基本計画・活動事例の方向性・展開 令和２年度の取組 

１ 相談・支援体制の充実 

(1) 身近な相談窓口の整備 ○『ふれあい福祉センター総合生活相談事業』の充実に向け、ホームページ、社協だよりでの相談窓口の

広報や『連休特別相談会』、『年末特別相談会』を開催しました。〔再掲〕 

(2) 相談窓口のネットワーク化 ○地域ケア会議等に参画し、関係機関、区長、民生委員、高齢者福祉相談員、地域住民と連携し、地域課

題の解決に向けて取り組みました。〔再掲〕 

○『地区社協』において、課題について話し合いを行ない、関係機関につなげ、解決に向け努めました。

〔再掲〕 

(3) 福祉サービス利用支援の充実 ○福祉サービスが適切に利用できるよう、専門職による相談をはじめ、『連休特別相談会』、『年末特別相談

会』を実施しました。〔再掲〕 

○サービス利用者からの苦情を適切に解決するために努めました。〔再掲〕 

２ 分かりやすい情報と広報活動 

(1) 情報の伝達・提供・公開 ○社協だよりの発行、ホームページ、フェイスブックを活用し、事業の開催案内や情報の発信、提供に努

めました。〔再掲〕 

(2) 関係機関、連絡協議会とのネットワーク

の形成 

○地域ケア会議等に参画し、地域課題の共有を図りました。また、『地区社協』の定例会へ参画し、運営、

事業計画作成等の支援に取り組みました。 

基本目標Ⅳに係る評価 ○支援の必要な人の早期支援に向けては、早期の発見が必要なことから、計画に掲げた『地区社協』にお

ける相談の場の開設、出張・巡回相談、アウトリーチの徹底などの取組が必要である。 

○社会福祉法人の責務である『地域における公益的な取組』の充実に向けては、社会福祉法人の連携した

取組が必要なことから、その実施に向けて社協が中心的な役割を担うことを期待する。 
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２ 地域福祉活動計画重点事業 

重点事業１ 地区社会福祉協議会の設立・運営支援 ～地域の自助・互助力の強化～ 

令和２年度の取組 評価 

○地域の支え合い、助け合いの基盤づくりを進めるため、『地区社協』の取り組みにつ

いて、未設置地区への説明に努めました。〔再掲〕 

○『地区社協』の組織化を進めていた地区については、検討会から新たな設立に向けて

の取り組みを行いました。〔再掲〕 

○『地区社協』の設立については、重点事業の最初に掲げられて

おり、設立後は様々な活動を期待されていたが、計画期間に 4

地区の設立にとどまっている。未設置地区への設立に向け、引

き続き取り組まれたい。 

重点事業２ 身近な相談窓口の開設 ～相談・生活支援体制の充実～ 

令和２年度の取組 評価 

○社協だより、ホームページで情報掲載を行い、専門職による相談をはじめ、『連休特

別相談会』、『年末特別相談会』を実施しました。〔再掲〕 

○地域ケア会議等に参画し、関係機関、区長、民生委員、高齢者福祉相談員、地域住民

と連携し、地域課題の解決に向けて取り組みました。 

○サービス利用者からの苦情を適切に解決するために努めました。〔再掲〕 

○計画に掲げた 365 日相談できる体制の整備やインターネット

を利用した相談、『地区社協』を拠点とした巡回相談等が実現

に至っていない。相談・支援業務は、ボランティア活動支援と

ともに社協の重要な業務であることから、今後の相談・支援体

制の充実を期待する。 

重点事業３ 地域支援コーディネーターの育成・配置 

令和２年度の取組 評価 

○地区社協「東山・人と地域をつなぐ会」において、『ボランティア学園』卒業生など

へ地域ボランティアの担い手について説明し、地区でのボランティア活動の参加や

『地域支援コーディネーター』につながる働きかけを行いました。 

○『地域支援コーディネーター』の育成や活動が見られなかっ

た。『地域支援コーディネーター』は地域の課題を持つ人の発

見、相談・支援機関との調整役となることから、今後、『地域

支援コーディネーター』の育成や配置を図られたい。 

重点事業４ 多様なネットワークの構築 ～新たな協働事業の創出～ 

令和２年度の取組 評価 

○地域協議会、地域ケア会議等に参画し、地域課題の共有を図りました。また、『地区

社協』の定例会へ参画し、運営、事業計画作成等の支援に取り組みました。〔再掲〕 

○令和 3 年度からの合同相談窓口開設に向けて、市と調整を図り相談事業の充実に努

めました。 

○地域協議会、地域ケア会議等、市や関係機関によるプラットホ

ームへの参加は評価する。今後、地域福祉活動計画の理念実現

に向け、『地区社協』を始めとした社協が中心となり地域生活

課題の解決に向けて取り組むプラットホームの構築に期待す

る。 
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会津若松市地域福祉計画・会津若松市社会福祉協議会地域福祉活動計画全体評価 

令和 2年度は、新型コロナウイルス感染症の感染状況が厳しい中にあって、『あいづわかまつ地域福祉を考えるフォーラム』など、集合する形態の事業

の中止をはじめ、感染状況を踏まえて創意工夫をしながら事業を実施してきたものの、地域福祉活動の実施においては、厳しい 1年であった。 

地域福祉計画では、重点的な取組 2「災害時避難行動要支援者に対する日常的な見守り体制」において、防災担当課と福祉担当課が連携し、地域ケア

会議等で地域防災の研修や地域防災モデル事業の取組が始められた。また、これまでも『生活困窮者自立支援庁内連携連絡会議』など庁内連携の取組が

進められてきたが、複雑化・複合化した地域生活課題との解決に向け、庁内連携の取組を一層進めていただきたい。 

地域福祉活動計画では、重点事業 1「地区社会福祉協議会の設立・運営支援」について、重点事業の第 1 に掲げられていたが、計画期間中に 4 地区の

みの設立にとどまった。『地区社協』は、地域の支え合い活動の中心となる組織であり、第 2期地域福祉活動計画においても『地区社協』の設立が掲げら

れていることから、組織化に至らない地区に対しての支援に取り組まれたい。 
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会津若松市地域福祉計画等推進会議委員名簿 

№ 所属団体・役職 氏  名 № 所属団体・役職 氏  名 

1 
公立大学法人会津大学 

短期大学部幼児教育学科准教授 
鈴 木   勲 16 

会津若松市ボランティア連絡協議会 

庶務 
熊 田 洋 子 

2 福島県司法書士会会津支部 遠 藤   希 17 
みんなと湊まちづくりネットワーク 

生活福祉部会長 
坂 内 美智男 

3 会津若松地区保護司会 佐々木 久 恵 18 
北会津地域づくり委員会 

会長 
成 田 源一郎 

4 
会津若松市区長会 

厚生副部長 
平 塚 祐 喜 19 

河東地域づくり委員会 

会長 
岩 渕 澄 男 

5 
会津若松市民生児童委員協議会 

理事 
古 川 純 夫 20 

公益社団法人会津若松医師会 

理事 
新井田 有 耕 

6 
会津若松市地域自立支援協議会 

会長 
渡 部   淳 21 

会津若松市保健委員会 

会長 
中 丸 茂 由 

7 
会津若松市手をつなぐ親の会 

会長 
渡 部 香世子 22 

会津若松市立小中学校長協議会 

松長小学校 校長 
星   尚 志 

8 
公益社団法人認知症の人と家族の会 

福島県支部会津地区会 代表 
阿久津 恵 子 23 

会津若松市父母と教師の会連合会 

会長 
齋 藤 敏 浩 

9 
会津若松市地域包括支援センター連絡会 

北会津包括支援センター 管理者 
佐 藤 陽 子 24 

会津若松商工会議所 

総務部長 
山 崎 雄一郎 

10 
会津若松市保育所連合会 

副会長 
愛 澤 裕美子 25 

会津若松市商店街連合会 

会長 
羽 金 與 八 

11 
会津若松市幼児教育振興協会 

北会津こどもの村幼保園 園長 
最 上   学 26 

会津よつば農業協同組合 

あいづ西部営農経済センター長 
齋 藤 勝 則 

12 
一般社団法人福島県若年者支援センター 

執行役員統括責任者 
平 野 右 智 27 

福島県会津保健福祉事務所 

副所長兼総務企画部長 
佐々木 正 広 

13 
男女共同参画推進活動ネットワーク 

真珠の会 会計監査 
加 藤 宏 子 28 市民公募 角 田 康 雄 

14 
NPOLinks あいづ 

共同代表 
山 口   巴 29 市民公募 岡 野 文 江 

15 
会津若松市赤十字奉仕団 

副委員長 
吉 田 義 子    

 


